
 

  

 年末
ねんまつ

年始
ねん し

は、大人
おと な

も子
こ

どもも夜更
よ ふ

かしや朝寝坊
あさねぼう

をしてしまいがちです。寒
さむ

くて布団
ふと ん

から出
で

るの

がつらい季節
きせ つ

ですが、『早
はや

起
お

き・早寝
はや ね

・朝
あさ

ごはん』で生活
せいかつ

リズムをくずさないように過
す

ごしまし

ょう。 

 

 

 おせち料理
りょうり

は、もともと旧暦
きゅうれき

の季節
きせ つ

の変
か

わり目
め

の「節
せち

日
にち

」に神様
かみさま

に供
そな

え

て、それを家族
かぞ く

で食
た

べるものでした。本来
ほんらい

は五
ご

節句
せっ く

（人
じん

日
じつ

、上巳
じょうし

、端午
たん ご

、

七夕
しちせき

、長陽
ちょうよう

）の時
とき

のものですが、のちに正月
しょうがつ

の料理
りょうり

だけを指
さ

すようにな

りました。 

 

 

 

黒豆
くろまめ

 

「まめ」は丈夫
じょうぶ

を

意味
い み

し、健康
けんこう

に暮
く

らせるようにとい

う願
ねが

いが込
こ

められ

ています。 

数
かず

の子
こ

 

 にしんの卵
たまご

は

たくさんの数
かず

があ

ることから、子孫
しそん

繁栄
はんえい

の願
ねが

いが込
こ

め

られています。 

田
た

づくり 

 カタクチイワ

シを肥料
ひりょう

として

田畑
でんぱた

にまいて

豊作
ほうさく

になったことから、五穀
ごこく

豊穣
ほうじょう

を願
ねが

っています。 

えび 

 えびのように腰
こし

が曲
ま

がるまで長
なが

生
い

きできるようにと

いう願
ねが

いが込
こ

められています。 

こぶ巻
ま

き 

 よろ「こぶ」の

言葉
ことば

にかけた、

縁起物
えんぎもの

です。 

きんとん 

「金団
きんとん

」と書
か

き、

財宝
ざいほう

に見立
み た

てて、

豊
ゆた

かな 1年
ねん

を願
ねが

っ

たもとのいわれます。 
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